































































等について報告をした(Abe and Matsunaga 
1988)。分析値の信頼性が高くなったので、
プランクトンとの関係についても研究を行

















米国のモスランディング海洋研究所の J. H. 
Martin 博士が、鉄不足海域の存在と、それ
による生産力の低下を発表したことによる
ものである (Martin and Fitzwater 1988, 
Martin and Gordon 1988)。その後、プランク
トンと鉄の関係等多くの優れた研究を残し














































力学的に証明した (Matsunaga et al. 1980, 
Negishi and Matsunaga  1983)のをきっかけ
に、鉄錯体の河川水中の濃度、挙動、プラ
ンクトンとの関連等について研究した
（Matsunaga et al. 1982, Matsunaga et al. 1984,  
  
Matsunaga et al. 1998, Matsunaga et al. 1998,  
Yanada et al. 2000）。森林起源のフルボ酸鉄
は大部分コロイド（０.４－０.０２μｍ）で
あるが、光合成生物からみると、bioavailable
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